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梶田光君の研究で得られた次の定理では が素数になる場合が重要で

ある

定理 の解は と

と表される

ここで はオイラーの余関数である

私はこれに着目して 奇素数 を固定し が素数になる場合 これを 乗

数 の 素数とよぶことにした

乗数 のメルセンヌ素数の諸例

比較のため古典的なメルセンヌ素数も書いておく

表 メルセンヌ素数

のとき の末尾は

命題 のとき の末尾は



表 乗数 のメルセンヌ素数

最初に 法を で見ると

なので は起きない を仮定する

により なので矛盾

したがって

ここで 奇数なので

表 乗数 のメルセンヌ素数

命題 の末尾は

ここで 奇数なので



表 乗数 のメルセンヌ素数

命題 の末尾は

が偶数とする として を法とする

よって は の倍数

は奇数 として を法とする

偶数なら よって は の倍数

よって

奇数なので 偶数 ゆえに

新型完全数

乗数 のメルセンヌ素数を用いて新型完全数を考えて見た 新型感染数と間違えないで

ください

これは 完全数の実利のある具体例として見ると意外にも面白い

後の発展性を考慮しここでは平行移動 を最初から考える



図 禁断の完全数

禁断の完全数の定義

は素数と仮定する

とおく これはユークリッドの考えたいわゆるユークリッドの完全数の類似と

みることができる

を次のように計算する

と定めて式を見やすくする

によって となる ゆ

えに

よって



ここで とする になり

これは平行移動 の完全数である

さらに のときは なので はまさに元祖完全数である

オイラー関数

のときどうするか ここが思案のときで 完全数として考えることにした す

なわち オイラー関数 を使うことにした わたくしはここで賭けに出たのである

により

を用いると

を代入することにより

整理して

こうしてできた式を乗数 平行移動 の禁断の完全数の定義式とする

これを満たす自然数 を乗数 平行移動 の禁断の完全数と呼ぶ

ここで によって新しい不変量を導入する

を乗数 の疑似メルセンヌ数 を疑似２べきという

のとき

のとき

事実 以下で 禁断の完全数という名称をつけた理由を説明する

乗数 のメルセンヌ数を基に完全数の拡張を定義する試みにあたって うまく行くとい

う確証がなかった 定義はしたものの解が少なくて 出た解も面白くないかもしれない そ

こで一応定義してみた

完全数の一般化を試みたのは 年ほど前のことだが素数 の処置に困って 解 の最大

素因子を示す記号 を用いた それで定義はできて計算は可能になったが 面白い結

果に乏しかった

完全数の概念を構想してそこではオイラー関数を ユークリッド関数と対等に扱う

ことになった



乗数 のメルセンヌ数を基に完全数の拡張ができたがこれがどんなものかパソコンで

解の探索を行い多くの数表を作るまで不安感が強かった

私はそのとき 中学 年生のころ見た 映画の傑作 禁断の惑星 を思い出していた

未知の惑星第 アルテアに降りてどんな生物がいるか心配しながら探索を行う乗組員の

不安な気持ちを共有しながら 今回できた新型完全数を探検すると驚くほど 多様で美しい

種々の構造をもつ数に出会った 私は 賭けに勝ったと思った

こうしてできた新型完全数には禁断の完全数と呼ぶのがふさわしいと思っている

型解

を 型解とする すなわち 奇素数 とおく

とすると

によって

ゆえに これより

なら はメルセンヌ素数になる

なら は素数なのでこれを乗数 のメルセンヌ素数という

一般には と書ける素数を平行移動 乗数 のメルセンヌ素数と

いう

命題 が 型解 すなわち 奇素数 のとき を乗数 の疑似メルセ

ンヌ数とすると

を疑似２べきとすると

定義により

同様に



一般な数表

定義式 において

を与える数表を作る

型解 であれば 素数 乗数 平行移動 のメルセンヌ素数

となる

それ以外なら 素数や２べきの性質が崩れていく

以下では の場合を扱う



表 禁断の完全数

素因数分解 素因数分解

のとき 型解が多い

のとき は 型解である 型解が多い



表 禁断の完全数

素因数分解 素因数分解

では 型解が多い



表 禁断の完全数

素因数分解 素因数分解

では 型解が多い



のときが完全数の一般化であり 型解 が多いが 型解も登場した

型解 について を求めて数表を作った

が確認される

表

ここで 乗数 のメルセンヌ素数

表

素因数分解 素因数分解 ＄



の場合

型解 について を求めて数表を作った

素数が確認される

表

素因数分解

の場合

型解 について を求めて数表を作った

が確認される

表

表

素因数分解 素因数分解 ＄



型解

表

の解に があるとする とおくと

なので

の解としてすべての がある

これはいつでも正しいことが分かった

において とおくと

これは全く自明の事柄であった

問題 の解として だけか

これは概完全数問題の１種とみることができる 解けそうもない難問である



表



表



固有完全数

固有完全数 は のときの完全数なので など

最初の２つについて 宇宙定数項を求め 宇宙完全数を調べる

固有完全数 に対して 宇宙定数項

の解 が宇宙完全数

となるのが通常解である

このとき の素因数分解は様々の形があるのだが ここでは 素数 とな

る場合を扱う

を用いて

により

は超双子素数

さらに 素数 を仮定すると が成り

立つ

すなわち はウルトラ三つ子素数になる

禁断の完全数の 宇宙完全数において 超双子素数やウルトラ三つ子素数が極めて自然な

形で登場してくる

これは不思議な感動に包まれるような話である

表 禁断の完全数の宇宙完全数 の解

素因数分解 素因数分解



固有完全数

固有完全数 に対して 宇宙定数項

の解 が宇宙完全数

固有完全数 宇宙定数項

表 の解

素因数分解

中略

が通常解であるが たった１つだが天与の解 が発見

できた



次に を求める

素数 のとき の素因数分解の型は種々あるがここではもっとも簡単な

素数 の場合を調べる さらに 素数 を仮定する

とすると

表

素因数分解

を満たす はウルトラ三つ子素数



表 は超双子素数


